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お酒お酒 STATISTICS
ちょっと意外な、お酒の統計情報紹介

オ　サ　ケ　　　　　ス　タ　ティ　ス　ティッ　ク　ス

ちょっと意外な酒類の統計、あまり知られていない統計データを、ビジュアルな資
料でご紹介するコーナー。当社で蓄積しているデータを不定期連載でお届けします。
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2025 年 6 月に刊行された『酒史研究 第 40 号』（「酒史学会」の学会誌）に、喜多が投稿
した「明治期以降の清酒蔵元の石数ランキングの変遷と知られざるかつての大手蔵元」と
いう論文が掲載されました。明治以降の清酒大手蔵元の石数の変遷を調査し、一覧として
記載しています。また、明治期には、石数 1 位の「白鹿」をはじめ５社以上の辰馬姓の大
手蔵元があったことや、今は知る人が少ない、本邦 2 位だった若井家の「牡丹正宗」（9 ペ
ージ図 4 に写真）などについて調査しています。

ここでは、論文に掲載したランキングの一部をベースに、明治から令和の特定年について、
「石数 TOP20」の変遷を資料化して、「お酒ステティスティクス」として紹介します。
（上のスライド）「銘柄ごと」のランキングのほか、「実質（オーナーごと）」のランキン

グも書いています。　■明治 28 年：銘柄 TOP3 は「辰馬本家・若井本家・鳴尾辰馬家」、
実質 TOP3 は「辰馬本家・南辰馬家・若井本家」　■大正 14 年：銘柄 TOP3」は「辰馬本家・
本嘉納・大倉恒吉」、実質 TOP3 は「小西新右衛門・辰馬本家・本嘉納」　■昭和 10 年：銘
柄 TOP3」は「本嘉納・辰馬本家・嘉納合名」、実質 TOP3 は「本嘉納・大倉恒吉・小西新
右衛門」　
（下のスライド）戦後の清酒課税移出は、1960 年には 400 万石程度まで回復、1973 年の

981 万石がピークで、1968 ～ 1982 年の 15 年間は、800 万石以上の「黄金時代」でした。
掲載している昭和 50（1975）年はピークに近い時期で、大手各社の出荷石数は、酒造技術
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今回は「清酒出荷石数 TOP20：明治～令和の変遷」です。

革新もあって戦前（1935 年）と比べて一桁
上がっています。

令和は 2020 年を取り上げたので松竹梅が
1 位になっていますが、ご存じの通り、現在
は白鶴が 1 位です。この半世紀の 1 位の変
遷は、以下のようになっています。■ 1970
年代から 2001 年までトップが月桂冠。2 位・
3 位は、白雪、白鶴、日本盛、大関、松竹梅が、
入れ替わりながら登場。　■ 2002 年トップ
交代、1 位が白鶴。2 位・3 位は 2017 年ま
では月桂冠・松竹梅だったが、その後、松
竹梅・月桂冠の順に。　■ 2018 年トップ交
代、松竹梅 1 位、白鶴 2 位、月桂冠 3 位。　
■ 2022 年トップ交代、白鶴 1 位、松竹梅 2
位、月桂冠 3 位。以降、この順番で今に至る。

4 ページ記載のグラフに関係した内容で
すが、今や「清酒の主流容器は紙パック」
と言えます。2020 年の上位 10 社はすべて
紙パック製品を販売していて、10 社の合計
総出荷に占める紙パック出荷比率は 70％弱
と推定されています。一方、 11 位以降には、
紙パックを全く販売しない会社が 5 社あり
ます。容器形態への対応方針は、大手銘柄
の特徴を決める大きな要素となっているこ
とは指摘できます。　（text = t.kita）

明治 28年のランキング表にある「今はない銘柄」の酒票：2位「牡丹正宗」、3位「東自慢」、7位「澤
亀」　、8位「山星」、9位「志ら泉」（出典：菰樽の図案は「酒蔵の町・新川ものがたり」1991 年から。
ラベル 4点は石田信夫氏所蔵。「東自慢」のラベルは、小西新右衛門買収後の大正４年以降のもの）
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きた産業アーカイブ→
資料A：

清酒出荷石数TOP20の
「130年の変遷」

きた産業アーカイブ→
資料B：

清酒出荷石数TOP20の
「55年の変遷」
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